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韮崎市議会報告会

４.農業問題について

• この1年、コメ不足と米価高騰による「令和の米騒動」とも呼ばれる社会

現象が起こり、農政の見直し議論が活発になっています。一方、コメ生産
者にとっては買取価格の上昇は、数少ない明るい話題となっています。

• 韮崎市では令和7年3月に、地域農業の将来像を描く「地域計画」を策定

し公表しました。この計画の中で、穂坂地域の農業における課題と将来
のあるべき姿は後記のように示されています。計画は関係者との話し合
いを踏まえ現在も見直しが図られており、今後の韮崎市の農業施策には

注目すべきです。

【地域計画について】
※地域計画及び韮崎市の農政施策については、お手元の配布資料をご参照ください。

出典：韮崎市HP
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住宅施策は農振除外、転用等の規制が
絡むことから、行政が関わりを持って頂
きたい。

住宅施策は恒久的財源確保にも繋がりますので、定住施策は進めて行かな
ければと思います。

耕作放棄地の解決策として、穂坂の営
農センターに農業委員、推進委員､各農
家の情報を一元的に集約し、農地の
マッチングをしたらと思いますが。

獣害被害が多いのでジビエの加工施
設の検討をして頂きたい。

加工施設につきましては､観光にも繋がるよう今後行政とも検討を進めて参
りたいと思います。

シカの被害が拡大しており、捕獲予定数を前年度より３０頭増やし４５０頭に
拡大しました。穂坂の猟友会は２５名で構成されておりますが、各自が生業
を持っていることから瞬時の対応は困難であることから、今年度より煙火に
よる被害防止対策を取り入れ、穂坂地区でも１２名が申請手続き行っており
ます。今後、効果等検証して参ります。詳細は市役所農政課にお問い合わせ
ください。

当面、農業関係者との意見交換での意見や北杜市の農業振興公社が担っ
ているマッチングの機能なども参考にして、具体的な対策を練っていきたい
と思いますので、市の農政課に話を致します。ご提案は建設的でありフォ
ローして参ります。

① 意見・要望・質問の発言要旨 ② 回答、対応

近年イノシシ､シカの被害が拡大してお
り､対策に苦慮しております。猟友会の
状況と獣害対策について伺います。

定住施策は今後も政策として考えてい
るのか。

定住施策は、最重要施策と位置づけ、穂坂町は景観が良く住みやすいとい
う若者の希望が叶えられるよう、連携を持って取り組んでまります。
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No. ① 意見・要望・質問の発言要旨 ② 回答、対応
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穂坂町コミュニティセンターの耐震性は
大丈夫か伺います。

旧耐震基準は、昭和５６年５月３１日以前に着工された建築物であります。穂
坂コミュニティセンターは、昭和５８年に建設されておりますので、震度５強
程度の地震に耐える新耐震基準で設計されております。

自治会改革の推進状況について伺いま
す。

自治会改革ですが、自治会は地域の根幹をなす組織であります。令和５年
に「自治会ハンドブック」及び「加入促進ハンドブック」を全地区長に配布して
おり、市でも地区長の負担軽減の見直しを行っています。また、市内全ての
自治会改革を画一的に取り入れることは困難と思いますので、各自治会に
適した改革を進めていただきたいと思います。併せて自治会加入率の向上
をお願いします。

穂坂小令和７年度入学児は４名だが、
今後の入学児の推移について。また穂
坂小の存続について。

今年の穂坂小児童数は４１名で、推移については令和８年３３名、令和９年～
１１年までは３７名、令和１２年は４２名と見込んでおります。今後、市内小学
校の児童数は減少のスピードが早まることを踏まえ､今年度より市内小中学
校適正規模・適正配置検討委員会を立ち上げ、保護者へのアンケート調査
を行い、子どもたちにとってよりよい教育環境や充実した学校教育を推進す
るため、学校規模また配置について検討を行っておるところであります。穂
坂小の存続につきましては、小学校は地域の寄所で有り、維持継続させるこ
とは皆さん共通の認識ではないかと思います。従って減少率を鈍化させる
には､住宅施策、子育て施策等幅広く取り組んで行かなければならないと思
います。
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